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                        ２０１７年３月 

学校法人常磐大学 

理事長 森 征一 殿 

                                   認定こども園 常磐大学幼稚園           

学校関係者評価委員会 

                                                              委員長 竹中 治利 

 

 

２０１６年度 認定こども園 常磐大学幼稚園 学校関係者評価報告書 

 

 

 ２０１６年４月１日に提示された「常磐大学幼稚園における学校評価」の、主な評価

項目と取組目標について、評価結果を以下に報告致します。 

 

 

主な評価項目 取組目標 評価 

① 質の高い学校教育

としての保育の向上 

 

前年度の自己評価から見ても教育

方針・目標を理解して全職員が努力

をしているが、日常保育への工夫・

改善を図りながらさらに努力をし

ていきたい。 

 

Ａ 

来年度も入学定員の確保がで

きる見込みである。これは質

の高い保育を実践しているこ

との証左である。 

② 総合的な保育の支

援（保護者ニーズ・

地域ニーズの考慮） 

 

 

預かり保育（虹組）の時間と人数等

についても配慮しながら、保育の支

援について工夫・改善の努力をして

いきたい。 

相談対応についての課題について

は、さらに対応の工夫・配慮をして

いきたい。 

Ｂ 

預かり保育は 18 時までなの

で、ニーズに合致していると

はいいがたい。一時預かりに

も対応できていない。 

③ 安全面への対応 

 

防災用品の維持・点検を確実に行っ

ていく。 

従来通りの避難訓練を防災・不審者

対応等保護者参加を考慮して計画

的に実施していきたい。 

Ａ 

年間行事予定の通りに防災訓

練、不審者対応訓練が実施さ

れている。予告なしの訓練も

している。 
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④ 給食と食育活動 

 

管理栄養士による安全・安心な手作

り給食と健康維持のための食育活

動についても工夫を図っていきた

い。 

Ａ 

アンケートの結果、給食の評

判はとても良い。食育に関す

る保護者への啓蒙活動もして

いる。 

⑤ 地域の小学校との

子ども・教職員の交流 

 

「育ちと学びをつなぐカリキュラ

ム」を作成し、就学にむけて各小学

校と子どもたちとの交流や教職員

の情報交換に努めたい。 

Ｂ 

梅が丘小学校との幼小連携は

実施内容が趣旨にふさわしく

ない。 

⑥ 資質向上のための

研修の充実 

 

 

園内研修を充実させながら、資質向

上に努める。一人でも多くの出張の

機会をもつことができるような工

夫を図りたい。 

出張者の研修報告会を積極的に実

施する。 

Ａ 

各教員に研修の機会が与えら

れている。園内研修も適切に

行われている。 

⑦ 特色ある教育活動

としての大学院・大

学・短大との連携 

 

子どもたちの実態を考慮しながら、

「わくわくチャレンジ」の理科・体

育・絵画・音楽等やハローイングリ

ッシュの楽しい活動の展開に努め

る。 

「育児に役立つ勉強会」や臨床心理

士の相談・助言等を保育に生かして

いく。 

Ａ 

同一法人内の大学および短期

大学の教員の協力を得て、「わ

くわくチャレンジ」、「ハロー

イングリッシュ」、「育児に役

立つ勉強会」が実施されてい

ることに幼稚園の独自性があ

る。臨床心理士の相談も受け

られる。 

⑧ 保育等に関わる情

報発信の強化 

明るく元気な子どもがあふれる幼

稚園としてのさまざまな活動を情

報発信し、逞しく成長する子どもた

ちの姿の理解を深めていきたい。保

護者との共有を深めていく。 

Ｂ 

「育児に役立つ勉強会」を開

いても参加者が少ないことが

ある。 

通園バスが交通渋滞などで遅

れる時の連絡網が不十分だっ

た。 

 

 

  

 



 3 

なお、２０１６年１２月に開催された学校関係者評価委員会において、以下のような意見が

委員から寄せられました。好意的な評価だった点は今後も継続し、指摘された注意点などは

今後改善して、よりよい保育を提供してくれることを希望します。 

 

 

（３）学校関係者評価委員からの総合意見 

 

・大学、短大の先生方がかかわる園独自のプログラムがあり、多様な活動を経験することが

できる。 

・日々の保育の小さな出来事も含めて、どの学年もこまめにＳＮＳにアップしてくれてい

て、活動に参加している子どもたちの様子がよくわかり、安心である。 

・他園に比べると行事や親が関わる活動が少なめだが、その分内容が充実しているように感

じる。 

・教育相談は、決められた期間がなくなり、「何かあったら気軽に声を掛けてください。」と

周知してくれているが、特にバス通園の保護者は聞きづらい部分があるようなので改善

策を講じてほしい。 

・認定こども園になり常に保護者の立場にたったニーズを捉え対応していってほしい。 

 

 

常磐大学幼稚園学校関係者評価委員会委員 

            委員Ａ 学校法人常磐大学 監査役・常磐短期大学名誉教授 

            委員Ｂ 常磐大学幼稚園 保護者代表 

            委員Ｃ 常磐大学幼稚園 保護者代表 

            委員Ｄ 常磐大学幼稚園 卒園生保護者代表 

             

 

添付資料：① ２０１６年度常磐大学幼稚園における学校評価 

     ② ２０１６年度認定こども園 常磐大学幼稚園 自己評価結果 

     ③ ２０１７年度年間行事予定表 

     ④ 学年便り 

 



２０１６年度　認定こども園　常磐大学幼稚園　自己評価点検表

○自己評価 ③保育の実践

各設問に対してＡ～Ｄの段階で評価 ○５領域

Ａ…目標が十分に達成されている。 ・健康・人間関係・環境・言葉・表現についてそれぞれ工夫して保育を実践している Ｂ
Ｂ…目標がほぼ達成されている。

Ｃ…重要な点で成果が上がっていない。 ○子どもとのかかわり

Ｄ…全体として成果が上がっていない。 ・子どもの心身の状況や変化を常に把握している Ｂ
・子どもの話をよく聞き、常に子どもの気持ちを受け止められるよう気をつけている Ｂ

【評価項目】 ・子どもの発達や性格に応じたかかわり方を実践している Ａ
１．質の高い学校教育としての保育の向上 ・子どもの人権を尊重して保育にあたっている Ａ
①教育理念

○園の教育方針 ○教師間の連携

・園の教育方針を理解している Ａ ・子どもについて常に教師同士で話し合い、クラス、学年を越えて情報交換

する機会がある

②保育の計画性 ・教師間で保育技術や保育方法の意見交換をする機会がある Ａ
○教育課程 ・独断で行動せず、事前相談・事後報告をしている Ａ
・園の教育課程を理解している Ａ
・教育課程をもとに指導計画をたてている Ａ ○保育の記録・反省

・一人ひとりの子どもをよく観察するよう心がけている Ｂ
○指導計画 ・クラスの運営や子どもの生活または育ちを毎日記録している Ａ
・指導計画は教育要領・教育課程・幼児の実態などをもとに考えて作成している Ａ ・反省を踏まえ、次の日の保育に生かす工夫をしている Ｂ
・指導計画は常に見直しを行っている Ｂ

④学級運営

○月案・週日案 ○保育室の管理

・教育課程をもとに幼児の実態に合わせて作成している Ａ ・保育室内の整理整頓を心がけ、掃除がいきとどいている Ａ
・自分なりに標記の仕方を工夫し課題をもった内容になるよう努力している Ｂ ・子どもの動線を考え、安全に配慮した環境になっている Ｂ

Ａ



○事務処理 ②協力と支援
・出席簿、週日案等は毎日正確に記入している Ｂ ・保護者からの意見、要望については安易に受けたり、断ったりせず、上司に

・配布物は決められた期日に配布している Ａ 報告・相談をしている

・連絡ノートはすぐに目を通し適切に対応している Ａ ・保護者への支援が可能な部分については、上司・他の教職員の合意の

・保護者からの提出物、現金など注意深く管理している Ａ もとで行っている

・保護者の協力が必要な場合は、上司と協力のあり方を協議の上で保護者に

２．特色ある教育活動としての大学院・大学・短大との連携 依頼している

・短大・四大生のゼミ活動に対する積極的な参加協力をしている Ａ
・わくわくチャレンジ（理科・体育・絵画・音楽）や、ハローイングリッシュなどの ③良識とモラル
プログラムを保育活動として有効的に取り入れている ・個々の子どもや保護者、家族の情報は口外していない Ａ
・実習活動、インターンシップにおいて、受入れ体制の充実と指導力の強化に努めている Ｂ ・保護者との接し方は平等になるよう心がけている Ａ
３．給食と食育活動 ・保護者に対して丁寧語で話している Ａ
旬の食材を使った給食や手作り弁当を和やかに食べられるような雰囲気づくりをする Ｂ ・保護者の言葉づかいにこだわらず話を誠実に聞いている Ａ
食に対し興味や関心をもち、感謝をしながら無駄にせずいただく気持ちを養う Ａ ・すべての保護者に対し、親しみを込めた挨拶や会話を心がけている Ａ
４．地域の小学校の子ども・教職員の交流
・小学校の教育内容について理解しようとしている Ｂ ④クレームの対処
・修了した子どもの情報を得るように努力している Ｃ ・クレームに対して謙虚に話を聞いている Ａ
・地域の小学校の行事や公開授業に積極的に参加し交流をもつ機会を得ようと努力している Ｃ ・保護者の意を理解し、その上で園の意向も理解してもらい、保護者の納得を得ることができる Ｂ

・必ず、上司に相談・報告している Ａ
５．資質向上のための研修の充実
①研修・研究への意欲 ７．安全面への対応・衛生管理
・研修会に進んで参加する Ｂ ①園内の安全対策
・保育関連の専門書や専門雑誌を読んでいる Ｂ ・園内に危険な物、壊れた物はないか常に観察し、発見次第報告している Ａ
・研修会で習得したことを実際の保育に生かしている Ｂ ・園が行っている安全対策について理解している Ａ
・教材研究をしている Ｂ ・消火器、非常ブザーなどの位置を把握し、使い方を理解している Ｂ

②飲食物や薬品の管理

６．総合的な保育の支援（保護者・地域ニーズの考慮） ・飲食物の保管には十分配慮している Ａ
①保育等に関わる情報発信の強化 ・救急薬品、清掃用薬品の保管、取り扱いには十分配慮している Ａ
・子どもの変化や出来事、日常の様子を出来る限り保護者に伝えている Ａ
・保護者からの依頼や質問、相談などには適切に対応している Ｂ
・家庭との連携が不可欠であることを認識し、保護者との情報交換に努めている Ａ
・日々の保育活動を、ホームページやＦacebookなどを活用し発信している Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ



③事故やけがに対しての対応 ・その場に適した言動がとれるよう努めている Ａ
・事故やけががあった時は迅速かつ適切に責任をもって対応し記録をしている Ｂ ・服装・髪型・身だしなみなど、清潔感があるよう心がけている Ａ
・事故やけがの状況や原因を把握し上司、保護者に報告している Ａ

③職務の遂行

・職員として誠実に職務に専念している Ａ
④降園途中の安全対策 ・職務上、知り得たプライバシーに関する情報などの守秘事項は厳守している Ａ
・通園バス添乗における安全対策・注意事項を理解し配慮している Ａ ・重要書類や個人情報にかかわる資料等は確実に保管し、園外に持ち出さない Ａ
・降園時の子どもを確実に保護者に手渡ししている Ａ ・教材・教具の管理、点検に気を配っている Ｂ

８．子育て支援 ④組織の一員としてのあり方

・地域における保護者の実情や要望による子育て支援ニーズを把握している Ａ ・教職員全員でひとつのチームであることを意識している Ａ
・カウンセリングの基礎を理解し、保護者に対して相談対応などを行っている Ｂ ・自分の意見と異なる結果になっても決定したことには快く協力実行している Ａ

・当番や担当などの仕事の分担は、積極的に責任をもって実行している Ａ
９．預かり保育

・保護者の実情や要望を取り入れ、預かり保育事業の実施に協力している Ａ
・預かり保育事業を行うにあたり、体制整備に関して職員間で議論している Ａ

１０．期待される望ましい保育者像

①幼稚園教諭としての能力

・幼稚園教諭として専門知識や技能を身につけて実践に努めている Ｂ
・子どもの性格や個性を把握するよう努め、コミュニケーションがとれる Ａ
・仕事の手順を考え、優先順位を見極め能率良く行っている Ｂ
・リーダーシップを発揮し、魅力ある学年・クラス運営ができる Ｂ

②良識とマナー

・保育時間外でも保育者としての誇りと自覚を持った言動を心がけている Ａ

【２０１６年度を終えて】

・認定こども園として２年目を迎えた。預かり保育担当の職員も２名に固定化され、子どもに
よって補助が必要な場合は３人体制で対応している。人数が多くなっても、できる範囲で受
け入れていくよう努めた。
・通園バス添乗、教育補助、預かり保育担当の先生方は勤務時間の関係もあり、個や学年
の課題に対して、十分な意見交換がとりにくい部分があった。できるだけ早めに問題を提示
し、今年度同様、記録したノート等に目を通し、保育中でも短時間で共通理解や意思疎通
ができるような工夫を今後もしていきたい。
・保育内容についてはマンネリ化せず、目の前の子どもたちの発達や興味に合わせた活動
実践を心がけた。今後はより、日々の保育室の環境設定に力を入れ、おもしろさや楽しさを
感じることができる活動を怠らずに考えていきたい。
・年長組では、小学校へのスムーズな連携を目標にしたカリキュラムをたて、１学期から
個々の成長を踏まえながら、さまざまな事に意欲的に取り組めるしなやかな心がもてるよう
関わってきた。小学校に協力をいただき、来年度も充実した交流会がもてるように早めに計
画をたてたい。
・２０１８年度全幼研の公開保育に向けて、テーマや公開日までの活動の流れ、環境整備で
すぐに取り組んでいける事、少しずつ進めていかなければならない事など、２月に学年主任
と意見交換をし、早速４月から取り組みを進めていく予定である。来年度予定されている
「夏まつり」は時期が重なるため、６月の「親子で遊ぶ日」とミックスした形態で進めていく予
定だが、また新たな行事として受け止めていただけるよう、内容を十分検討していく。



2016年 4月 1日 

2016年度 常磐大学幼稚園における学校評価 

  

                          認定こども園 常磐大学幼稚園 

                       （自己評価・学校関係者評価委員会） 

 

＜学校評価の目的＞ 

 幼稚園において、幼児がよりよい教育活動を享受できるよう、学校運営の改善と発展をめ

ざし、教育の水準の保証と向上を図ります。 

 学校の教育活動その他の学校運営の状況について評価を行い、その結果に基づき、学校及

び設置者が学校運営の改善を図りながら、評価結果を広く保護者に公表していきます。 

 

１．本園の目標 

   幼稚園型認定こども園としての本園では、子どもたちに適切な環境を与え、豊富な楽

しい経験をとおして心身の発達を促していきます。「健康で明るい子」「よく考え、工夫

する子」「みんなと仲よく遊べる子」「自分から進んで活動にうちこめる子」を目標とし

て、心情、意欲、能力を育てることに努めながら、生きる力を育む保育を展開します。 

 

２．重点的に取り組む目標・計画 

   明るく元気な子どもがあふれる認定こども園常磐大学幼稚園として、質の高い学校

教育と総合的な保育の支援を重視した保育と行事を進めていきます。具体的には、日々

の保育や親子遠足・お泊り保育・運動会・発表会・なわとび大会などの各行事に応じて、

子ども達の様子や発達の段階を把握し、特徴を捉えた行事の展開に計画的に取り組ん

でいきます。 

   また、安全面では避難訓練や防犯訓練による防災活動に加えて、子どもたちが生活の

ルールを守ることで得られる安全にも、目をむけて活動をしていきたいと考えます。 

 

３．主な評価項目と取組目標 

 

主な評価項目 取組目標 

① 質の高い学校教育としての保育の向上 

 

前年度の自己評価から見ても教育方針・目

標を理解して全職員が努力をしています。 

日常保育への工夫・改善を図りながらさら

に努力をしていきたい。 

 



② 総合的な保育の支援（保護者ニーズ・地

域ニーズの考慮） 

 

 

預かり保育（虹組）の時間と人数等につい

ても配慮しながら、保育の支援について工

夫・改善の努力をしていきたい。 

相談対応についての課題については、さら

に 

対応の工夫・配慮をしていきたい。 

③ 安全面への対応 

 

防災用品の維持・点検を確実に行っていく。 

従来通りの避難訓練を防災・不審者対応等

保護者参加を考慮して計画的に実施してい

きたい。 

④ 給食と食育活動 

 

管理栄養士による安全・安心な手作り給食

と健康維持のための食育活動についても工

夫を図っていきたい。 

⑤ 地域の小学校との子ども・教職員の交

流 

 

「育ちと学びをつなぐカリキュラム」を作

成し、就学にむけて各小学校と子どもたち

との交流や教職員の情報交換に努めたい。 

⑥ 資質向上のための研修の充実 

 

 

園内研修を充実させながら、資質向上に努

める。一人でも多くの出張の機会をもつこ

とができるような工夫を図りたい。 

出張者の研修報告会を積極的に実施する。 

⑦ 特色ある教育活動としての大学院・大

学・短大との連携 

 

子どもたちの実態を考慮しながら、「わくわ

くチャレンジ」の理科・体育・絵画・音楽等

やハローイングリッシュの楽しい活動の展

開に努める。 

「育児に役立つ勉強会」や臨床心理士の相

談 

助言等を保育に生かしていく。 

⑧ 保育等に関わる情報発信の強化 明るく元気な子どもがあふれる幼稚園とし

てのさまざまな活動を情報発信し、逞しく

成長する子どもたちの姿の理解を深めてい

きたい。保護者との共有を深めていく。 

 

 



 

４．学校関係者評価委員名簿 

 

委員氏名 所属及び役職 

委員Ａ 学校法人常磐大学 監査役・元常磐短期大学幼児教育保育学科 教授 

委員Ｂ 常磐大学幼稚園 保護者代表 

委員Ｃ 常磐大学幼稚園 修了生保護者代表 

委員Ｄ 常磐大学幼稚園 修了生保護者代表 

 

 

５．評価の実施に当たっての自己点検・評価活動 

 

2016年 4月 1日（金）   本年度の評価の課題について（担当者決定） 

2016年 6月 5日（土）   行事参観「親子で遊ぶ日」実施 

2016年 7月 5日（火）   年長組 保育参観実施・保護者会開催 

2016年 7月 7日（木）   年中組 保育参観実施・保護者会開催 

2016年 7月 8日（金）   年少組 保育参観実施・保護者会開催 

2016年 7月 23日（土）   行事参観「夏まつり」実施 

2016年 10月 8日（土）   行事参観「運動会」実施 

2016年 12月 3日（土）   行事参観「発表会」実施 

2017年 1月 27日（金）   年少組 自由参観実施 

2017年 1月 30日（月）   年中組 自由参観実施 

2017年 2月 3日（金）    年長組 自由参観実施 

2017年 3月 3日（金）    年中組 保護者会開催 

2017年 3月 6日（月）    年長組 保護者会開催 

2017年 3月 9日（木）    年少組 保護者会開催 

2017年 3月上旬      本園教職員による自己評価実施 

2017年 3月中旬～下旬   学校関係者評価委員会議開催（評価実施） 

2017年 4～6月            学校評価の取り纏め 

評価結果の公表（本園ホームページ） 

評価結果を設置者（理事長）へ報告 


